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1.はじめに 

 公園、街路、歩道に使用されるインターロッキングブロックは，美観上大きな問題として，コンクリート

表面に発生する白華の現象がある。この抑制方法の１つとして、発生する白華を予め発生させて使用時に発

生を抑制する炭酸ガス養生がある。一方，著者らは、ゼロスランプコンクリートで作製したインターロッキ

ングブロックから発生する白華を，促進環境下においた供試体の白華発生前と発生後の質量を測定し、発生

率により全白華と不溶性の白華を分離して評価する定量的試験方法を提案してきた 1)。本研究の目的は、炭

酸ガス養生による白華抑制効果を，本試験方法によって定量的に評価することである。 

 

2.実験概要 

2.1 使用材料および配合  

実験に用いたインターロッキングブロックの

コンクリート平板は、実際の工場製品として製

造されているゼロスランプコンクリートの平板である。試験に用いた即脱成形平板の配合を表－1 に示す。

使用材料は通常のコンクリートと同じであるが、単位水量が小さく，s/a が大きい。振動締固めの即脱成型

としてのコンシステンシーが要求され、最大骨材寸法が 7mmで通常の骨材寸法より小さいためである。 

2.2 練り混ぜ、締固めおよび養生方法 

 50 リットル用のパン型ﾐｷｻを用いた。練り混ぜは全体粉黛および骨材を投入して 2 分間、練混ぜ水を加え

て 4分間とし合計 6分間練混ぜた。締固めは、実際に製品工場で使用されている小型コンクリート平板の試

作機を使用した。振動装置条件は、モータ回転数 50Hz，振幅振

り子 28ｍｍ、振幅 1.4ｍｍとし、振動時間は 5秒とした。白華

試験開始までの養生期間材齢は、炭酸ガス養生１日、気中養生

し７日、合計８日とした。 

 

3.白華試験方法 

図－1 に供試体の浸漬方法を示す。白華試験に用いた供試体は、所定の養生材齢まで達した平板供試体

(200×100×60mm)を、厚さ 15mmピッチで切断したものを使用した。供試体種別は、表面が炭酸ガス養生した

面になる供試体（以後、「エフロ－表」と称す）と、切断面が表面になる供試体（以後、「エフロ－中」と称

す）の２種類とした。白華発生前の供試体絶乾質量と発生後の供試体絶乾質量を測定し発生率を算出した。

浸漬日数は 14日、28日および 56日とし、所定の浸漬日数後直ちに質量を測定した２）。全白華の発生率と不

溶性白華の発生率は、以下の２式で求めた。 
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図－1 浸漬方法 

表－1 実験に用いた即脱成形平板の示方配

合

容器 蒸留水 供試体容器 蒸留水 供試体

M.S W/C s/a
(mm) (%) (%) W C S G

N 7 26 75 107 410 1198 400

単位量（kg/m
3
)

骨材の種類
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W 全：全白華発生率(%)、W1：白華発生前供試体の絶乾質量(g)、

W2 ：白華が付着した供試体の絶乾質量(g)、 W 不：不溶性白華

発生率(%)、W3  ：不溶性白華が付着した供試体の絶乾質量(g) 

 

4.結果および考察 

浸漬日数 14日、28日と 56日における白華発生状況（左側「エ

フロ－中」、右側「エフロ－表」）を写真－1～3 に示す。「エフ

ロ－中」供試体は、浸漬日数が増加するに従い、白色の白華が

増加した。これに対し、炭酸ガス養生した「エフロ－表」供試

体は、浸漬日数 14 日では、白華の発生が確認できず、28 日と

56日に少し見られるようになった。コンクリートの表面に炭酸

ガスを養生したことによって、コンクリートの表面が緻密にな

ると共に茶色から黒色に変色されたことから、白華の発生が抑

制され、特に発生した白華を目立たなくなる効果があると考え

られる。 

図―2 に、浸漬日数に伴う各供試体の全白華発生率と不溶性

白華発生率の変化を示す。供試体種別や不溶性の有無に関係な

く、浸漬日数が増加するに従い白華発生率が増加した。これら

の傾向は、著者らのこれまで研究成果と一致する 1),2)。 
浸漬日数 28日までは、全白華発生率と不溶性白華発生率は、

供試体別に関係なくほぼ同じ値である。しかし、若干ではある

が、炭酸ガス養生していない「エフロ－中」供試体の方が、発

生率が大きい。一方、浸漬日数 56日では、炭酸ガス養生してい

ない「エフロ－中」供試体の全白華発生率は、「エフロ－表」供

試体の発生率より小さい。不溶性白華発生率についても同様で

ある。 
目視観察では、炭酸ガス養生した供試体の方が、白華の発生

が少なかったが、本試験方法では、必ずしも同じ傾向にならな

かった。よって、炭酸ガス養生の効果は、白華自体の発生を抑

制するのではなく、白華の色彩を目立たなくなる効果があると

考えられる。 

 
5.まとめ 

本実験の範囲ではあるが、炭酸ガス養生による白華抑制は、

白華の発生量自体を減少させる効果ではなく、発生量自体は同

じであるが、発生する白華の色彩を目立たなくなる効果がある

と考えられる。 
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図－2 全白華発生率および不溶性

白華発生率と浸漬日数の関係 

写真－1 浸漬日数 14日の白華発生状況 

写真－3 浸漬日数 56日の白華発生状況 

写真－2 浸漬日数 28日の白華発生状況 
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